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も
ち
ろ
ん
莫
大
な
原
発
投
資
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
政
策
的
枠
組

み
、
原
子
力
安
全
規
制
の
合
理
化
、
原
子
力
賠
償
の
無
限
責
任
の
見

直
し
な
ど
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
積
し
て
い
る
。
何
よ
り

日
本
の
原
子
力
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う
政
権
の
強
い
決
意
と
行
動
が

不
可
欠
で
あ
る
。

第
2
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
に
お
い
て

複
数
シ
ナ
リ
オ
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
だ
。
そ
も
そ
も
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
情
勢
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
コ
ス
ト
低
下
に
多
く
の

不
確
実
性
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
電
力
市
場
が
自
由
化
さ
れ
て
い
る

中
で
、
特
定
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
前
提
と
し
た
10
年
以
上

先
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
特
定
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。

今
回
も
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
か
う
直
線
上
で

目
標
が
設
定
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
向
け
て
４
つ
の
シ
ナ
リ
オ（
再
エ

ネ
拡
大
、
水
素
・
新
燃
料
活
用
、
C
C
S
活
用
、
革
新
技
術
拡
大
）

が
提
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
大
幅
な
技
術
の
コ
ス
ト
低
下
が
前
提
と

さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
2
0
4
0
年
度
時
点
に
お
い
て
脱
炭
素
技
術
の
大

幅
な
コ
ス
ト
低
減
な
ど
が
十
分
に
進
ま
な
い
リ
ス
ク
ケ
ー
ス
を
想
定

し
、「
こ
う
し
た
場
合
に
も
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
長
期
契
約
の
確
保
な
ど
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
の
確
保
に
万
全
を
期
す
」と
明
記
し
た
。
リ
ス

ク
ケ
ー
ス
で
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
上
振
れ
を
想
定
し
て
い
な
い

の
は
残
念
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
削
減
目
標
先
に
あ
り
き
の「
都

合
の
良
い
シ
ナ
リ
オ
」よ
り
も
蓋
然
性
の
高
い「
リ
ス
ク
ケ
ー
ス
」を

想
定
し
た
意
義
は
大
き
い
。
リ
ス
ク
ケ
ー
ス
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定

供
給
に
万
全
を
期
す
と
い
う
こ
と
は
、
温
暖
化
目
標
を
す
べ
て
に
最
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2
0
2
5
年
は
、
2
0
3
5
年
に
向
け
て
パ
リ
協
定
に
基
づ
く

新
た
な
N
D
C（
各
国
が
決
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
）を
提

出
す
る
年
に
当
た
る
。
日
本
は
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
検

討
と
併
せ
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
2
0
3
5
年
度
ま
で
に
60
％
、

2
0
4
0
年
度
ま
で
に
73
％（
い
ず
れ
も
13
年
度
比
）削
減
す
る
と
の

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。
2
0
2
5
年
2
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
日
本
の
N
D
C
と

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
る
。

第
1
に
原
子
力
発
電
の
位
置
づ
け
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
4
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
以
来
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

呪
縛
し
て
き
た「
原
発
依
存
度
の
可
能
な
限
り
の
低
減
」が
削
除
さ
れ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
以
下
、
再
エ
ネ
）と
原
子
力
を
と
も
に
最
大

限
活
用
す
る
と
の
考
え
方
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
だ
。
日
本
の
地
理
的

制
約
を
考
え
れ
ば
至
極
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
反
原
発
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
っ
て
、
原
子

力
と
再
エ
ネ
を
二
者
択
一
的
に
と
ら
え
る
主
張
が
世
論
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
た
。
今
回
、
よ
う
や
く
こ
の
呪
縛
か
ら
脱
却
で
き
た

理
由
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
ハ
マ
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
な
ど
に
よ
り

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
不
透
明
性
が
高
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
廉

か
つ
安
定
的
な
供
給
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
反

原
発
派
の
理
想
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
で
電
力
コ
ス
ト
が
大
幅
に
上
昇
し
、

製
造
業
が
苦
境
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。「
ド
イ
ツ
を
見

習
え
」で
は
な
く「
ド
イ
ツ
の
轍
を
踏
む
な
」と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定
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優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
如
何
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定

供
給
を
優
先
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
前
の
脱
炭
素
最

優
先
的
な
風
潮
か
ら
、
よ
り
常
識
的
な
方
向
に
バ
ラ
ン
ス
が
シ
フ
ト

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
実
施
に
当
た
っ
て
最
も
重
要

な
の
は
コ
ス
ト
に
対
す
る
目
配
り
で
あ
る
。
基
本
計
画
で
は「
十
分

な
脱
炭
素
電
源
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
が
故
に
、
国
内
に
お
い
て

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
半
導
体
工
場
な
ど
の
投
資
機
会
が
失
わ
れ
、

日
本
の
経
済
成
長
や
産
業
競
争
力
強
化
の
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と

は
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
し
て
い
る
が
、
同
時
に
脱
炭

素
政
策
に
よ
る
国
内
電
力
コ
ス
ト
の
高
騰
が
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や

半
導
体
工
場
誘
致
を
阻
害
し
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
日
本
の
製
造
業

が
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
を
考
え
る
よ
う
な
こ
と
も「
決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」。

素
案
で
は「
脱
炭
素
化
に
伴
う
コ
ス
ト
上
昇
を
最
大
限
抑
制
す
る
」

と
し
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
上
昇
を
許
容
す
る
の
か
、
主

要
貿
易
相
手
国
と
の
相
対
的
コ
ス
ト
負
担
を
ど
う
す
る
か
が
見
え
な

い
。
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池（
新
方
式
の
太
陽
電
池
で
低
コ
ス

ト
が
見
込
め
る
）の
大
量
導
入
や
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
が
莫
大
な
浮
体

式
洋
上
風
力
の
コ
ス
ト
が
き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
問

題
だ
。
基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
方
向
に
向
か
う
際
の「
値
札
」を
常
に

長期エネルギー需給見通しにおける複数シナリオ
シナリオ別 エネルギー起源CO₂排出量（2040年度）

出典：経済産業省／資源エネルギー庁 2040 年度におけるエネルギー需給の見通し（関連資料）
　　　https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/basic_plan/pdf/20250218_03.pdf

※ 発電に由来するCO₂排出量は、部門ごとの電力需要に応じて各部門に配分。　※ カッコ内の数字は 2013 年度比のエネルギー起源CO₂排出削減率。
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転換

電力排出係数
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⑤技術進展
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2.42
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④革新技術拡大

0.04
0.18

①再エネ拡大

0.04
0.20

②水素・新燃料活用

0.03
0.15
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0.00
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0.43
0.60
0.51

1.98
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チ
ェ
ッ
ク
し
、
何
ら
か
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
基
づ
き
、
国
際
的
な
負

担
の
公
平
性
を
比
較
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
確
立
す
べ
き
だ
。
そ
の
結

果
、
コ
ス
ト
負
担
増
が
日
本
の
国
益
を
阻
害
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

「
リ
ス
ク
ケ
ー
ス
」で
想
定
さ
れ
た
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
を

脱
炭
素
化
よ
り
も
躊
躇
な
く
優
先
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
国
際
情
勢
に
対
す
る
目
配
り
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

国
際
情
勢
も
大
き
く
動
い
て
い
る
。
2
0
2
5
年
1
月
に
発
足
し
た

ト
ラ
ン
プ
第
2
期
政
権
は
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
解
放
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
ド
ミ
ナ
ン
ス（
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
国
際
的
優
位
性
）を

確
立
す
る
と
の
方
針
の
下
、
国
内
石
油
・
ガ
ス
生
産
に
関
わ
る
規
制

の
縮
小
・
撤
廃
を
進
め
て
い
る
。
温
暖
化
政
策
に
つ
い
て
は
、
第
１
期

政
権
以
上
に
懐
疑
的
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
減
税
の
財
源
と
す
べ
く
、

大
型
減
税
や
歳
出
削
減
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
一
つ
の
大
き
く
美

し
い
法
案
」（O

ne Big Beautiful Bill

／
O
B
B
B
法
案
）を
7
月

4
日
に
成
立
さ
せ
た
。
こ
の
法
案
の
下
で
バ
イ
デ
ン
政
権
の
イ
ン
フ
レ

抑
制
法
に
基
づ
く
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
の
税
額
控
除
や
補

助
金
を
廃
止
も
し
く
は
大
幅
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
７
月
末
に
は
連
邦

政
府
の
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
策
の
根
拠
で
あ
る「
危
険
性
認
定
」の
廃

止
を
打
ち
出
し
た
。
対
外
的
に
は
政
権
発
足
初
日
に
パ
リ
協
定
か
ら

の
離
脱
を
宣
言
し
、
歴
代
政
権
の
温
暖
化
外
交
を
支
え
て
き
た
国
務

第
７
次
エ
ネ
基
の
実
施
に
当
た
っ
て
は

第
７
次
エ
ネ
基
の
実
施
に
当
た
っ
て
は

コ
ス
ト
に
対
す
る
目
配
り
が
最
重
要

コ
ス
ト
に
対
す
る
目
配
り
が
最
重
要

ト
ラ
ン
プ
政
権
と

ト
ラ
ン
プ
政
権
と

不
透
明
感
を
増
す
国
際
環
境

不
透
明
感
を
増
す
国
際
環
境

2025年6月、「ワン・ビッグ・ビューティフル・ビル法案」について演説するトランプ米大統領　写真：ⓒAlamy Stock Photo/amanaimages
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省
の
担
当
部
局
も
廃
止
さ
れ
た
。
筆
者
は
25
年
近
く
温
暖
化
交
渉
を

ウ
オ
ッ
チ
し
て
き
た
が
、
米
国
が
国
際
交
渉
か
ら
完
全
に
姿
を
消
す

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
そ
の
も
の

か
ら
の
離
脱
も
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。
い
ず
れ
も
バ
イ
デ
ン
政
権

時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
の
全
否
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

バ
イ
デ
ン
政
権
の
米
国
は
環
境
原
理
主
義
的
な
欧
州
と
非
常
に

接
近
し
た
。
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
気
候
変
動
問
題
大
統
領
特
使
は
化

石
燃
料
が
未
だ
に
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
8
割
を
占
め
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
化
石
燃
料
の
役
割
を
全
否
定
し
、
米
国
の

天
然
ガ
ス
輸
出
に
も
待
っ
た
を
か
け
る
な
ど
、
現
実
無
視
、
理
念

先
行
の
姿
勢
が
目
立
っ
た
。
筆
者
は
か
ね
て
か
ら「
1
・
5
℃
目
標
」

を
絶
対
視
し
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
か
ら
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
ト（
未
来
の
理
想
像
を
先
に
描
き
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
現

在
の
行
動
を
決
定
す
る
思
考
法
）し
た
非
現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
を
強
要
す
る
環
境
原
理
主
義
を
強
く
批
判
し
て
き
た
。
こ
れ
に

対
し
て
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
製
造
業
の
米
国
回
帰
を
図
る
、

消
費
者
の
選
択
の
自
由
を
規
制
に
よ
っ
て
制
約
し
な
い
、
と
い
っ

た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
常
識
的
に
も
思
え
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
パ
リ
協
定
離
脱
に
よ
り
温
暖
化
防
止
を
め
ぐ
る

多
国
間
枠
組
み
の
危
機
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
2
0
2
5
年
11
月
10
～

22
日
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ
レ
ン
で
開
催
さ
れ
た
C
O
P
30
の
成
り
行
き

は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
2
0
2
5
年
は
パ
リ
協
定
10
周

年
と
い
う
節
目
に
当
た
り
、
C
O
P
30
は「
行
動
・
実
施
の
C
O
P
」

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

し
か
し
、
毎
度
の
こ
と
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
何
を
議
題
と
す
べ

き
か
で
先
進
国
・
途
上
国
の
対
立
が
表
面
化
し
た
。
途
上
国
が
①
パ

リ
協
定
9
条
1
項
※
に
基
づ
く
先
進
国
の
資
金
協
力
義
務
の
厳
格
な
実

施
、
②
気
候
変
動
対
応
を
目
的
と
し
た
貿
易
措
置
に
関
す
る
協
議
を

議
題
化
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
一
方
、
先
進
国
、
島と

う

嶼し
ょ

国こ
く（

島
々
か
ら

構
成
さ
れ
大
陸
か
ら
距
離
が
離
れ
て
い
る
た
め
開
発
上
困
難
を
有
す

る
発
展
途
上
国
）は
③
1
・
5
℃
目
標
に
整
合
し
た
野
心
レ
ベ
ル
引
き

上
げ
を
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ（
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
）す
る
た
め

の
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
、
④
N
D
C
統
合
報
告
書
、
隔
年
報
告
書
を
活

用
し
た
レ
ビ
ュ
ー
制
度
の
強
化
を
議
題
化
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
題
提
案
は
い
ず
れ
も
先
進
国
、
途
上
国
の
レ
ッ
ド
ラ

イ
ン
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
採
択
に
合
意
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
通
常
議
題
を
採
択
す
る
一
方
、
こ
の
4
案

件
に
つ
い
て
は
、
議
長
国
ブ
ラ
ジ
ル
の
下
で
ム
チ
ラ
オ（
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で
共
同
作
業
）を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
4
案
件
を
め
ぐ
る

対
立
は
俯
瞰
す
れ
ば
、「
野
心
レ
ベ
ル
向
上
を
求
め
る
先
進
国（
＋
島

嶼
国
）」と「
資
金
援
助
拡
大
を
求
め
る
途
上
国
」の
対
立
構
図
そ
の
も

の
で
あ
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
一
体
的
に
解
決
す
る
し
か
な
い
。

ム
チ
ラ
オ
に
よ
る
議
論
は
、
C
O
P
30
に
お
け
る
先
進
国
、
途
上
国

の
せ
め
ぎ
あ
い
の
主
戦
場
と
な
っ
た
。

加
え
て
、
1
・
5
℃
目
標
や
緩
和
と
の
文
脈
の
中
で
83
カ
国
が
化

石
燃
料
終
了
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
を
要
求
し
た
こ
と
か
ら
、

化
石
燃
料
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト（
段
階
的
廃
止
）を
め
ぐ
っ
て
先
進
国
・

島
嶼
国
な
ど
と
資
源
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
が
鋭
く
対
立
し
た
。

議
長
か
ら
の
第
一
次
ド
ラ
フ
ト
で
は
、
資
金
援
助
に
つ
い
て
は「
第

９
条
第
１
項
の
実
施
に
関
す
る
法
的
拘
束
力
の
あ
る
行
動
計
画
」、

化
石
燃
料
に
つ
い
て
は
、「
化
石
燃
料
の
依
存
を
段
階
的
に
克
服
す
る

た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
」な
ど
の「
尖
っ
た
」オ
プ
シ
ョ
ン
が
含

ま
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ム
チ
ラ
オ

決
定
で
は
4
案
件
に
つ
い
て
以
下
の
決
着
と
な
っ
た
。

【
資
金
問
題
】

・
パ
リ
協
定
9
条
全
体
に
関
す
る
議
論
を
整
理
・
深
化
さ
せ
る
た
め
の

　2
年
間
の
新
作
業
計
画

・
2
0
3
5
年
ま
で
に
適
応
資
金
を
3
倍
に
増
加

【
貿
易
問
題
】

・
W
T
O（
世
界
貿
易
機
関
）、
U
N
C
T
A
D（
国
際
連
合
貿
易
開
発

　
会
議
）、
I
T
C（
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
）、
そ
の
他
の
関
連
ス
テ
ー
ク

　ホ
ル
ダ
ー
の
参
加
を
得
て
２
０
２
６
〜
２
８
年
の
補
助
機
関
会
合

　
で
対
話
を
実
施

【
1
・
5
℃
、
N
D
C
野
心
】

・
N
D
C
・
N
A
P（
国
家
適
応
計
画
）の
実
施
を
加
速
す
る
た
め
の

　
協
力
的
、
支
援
的
、
自
主
的
なGlobal Im

plem
entation Accelerator

　

（
G
I
A
／
グ
ロ
ー
バ
ル
実
施
加
速
化
枠
組
み
）の
創
設

Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
3030
の
結
果

の
結
果

COP30 会場 出典：筆者撮影

※
２
０
１
５
年
の
Ｃ
O
Ｐ
21
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
の
決
定
事
項
の
一
つ
で「
先
進
締
約
国
は

条
約
に
基
づ
く
既
存
の
義
務
の
継
続
と
し
て
、
緩
和
と
適
応
に
関
連
し
て
開
発
途
上
締
約
国
を
支
援
す
る

資
金
を
提
供
す
る
」と
定
め
ら
れ
た
。

　

パ
リ
協
定
で
は「
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
と
比
較
し
て
２
℃
を
十
分
下
回
る
レ
ベ
ル

に
抑
え
、
１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
2
0
2
1
年
の
Ｃ
O
Ｐ
26（
グ
ラ

ス
ゴ
ー
）以
降
、
最
も
厳
し
い
１
・
５
℃
目
標
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
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力
は
な
い
。
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
プ
レ
ナ
リ
ー（
国
際
会
議
な
ど
で
最
後

に
開
催
さ
れ
る
全
体
会
議
）で
ド
・
ラ
ー
ゴ
議
長
が
脱
化
石
燃
料
に
向

け
た
議
長
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
に
言
及
し
た
が
、
あ
く
ま
で
ブ
ラ
ジ

ル
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
決
定
と
は
重
み
が
異
な
る
。

近
年
の
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
よ
り
、
先
進
国
、
途
上
国
問

わ
ず
、
温
暖
化
防
止
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
低
廉
さ
が
最
優
先
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
C
O
P
30
の
直

前
、
ア
ブ
ダ
ビ
国
際
石
油
展
示
会
議（
A
D
I
P
E
C
）に
参
加
し
た

が
、
C
O
P
28
議
長
で
あ
っ
た
ア
ル
・
ジ
ャ
ー
ベ
ル
・
ア
ブ
ダ
ビ
国

営
石
油
会
社
総
裁
の
開
会
ス
ピ
ー
チ
で
Ａ
Ｉ
な
ど
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
増
に
対
応
す
る
た
め
、
再
エ
ネ
の
み
な
ら
ず
、
既
存
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
の
供
給
を
強
化
す
る
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
強
調
さ

れ
る
一
方
、
1
・
5
℃
目
標
や
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
言
及
が
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ヤ
ー
ギ

ン（
米
国
の
著
名
な
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）が
指
摘
す
る
よ
う
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
は「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム（
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
、
観
念
的
な
議
論

や
倫
理
的
な
理
想
に
と
ら
わ
れ
ず
、
実
際
に
機
能
す
る
現
実
的
な
解

決
策
を
探
求
す
る
考
え
方
）」へ
転
換
し
て
い
る
。

「
化
石
燃
料
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
へ
の
言
及
が
な
い
C
O
P
は
失

敗
」と
い
っ
た
議
論
は
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
実
と
は
整
合
し
な

い
。
筆
者
と
し
て
は
一
国
主
義
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
中

で
、
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
国
際
的
な
結
束
を
打
ち
出
し
た
議
長
国

ブ
ラ
ジ
ル
の
努
力
を
多
と
し
た
い
。

今
回
の
C
O
P
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
9
条
1
項
を
含
む
作
業
計
画

・
1
・
5
℃
目
標
へ
の
軌
道
復
帰
の
た
め
のBelém

 M
ission 

t o
1.5 

　の
開
始

【
化
石
燃
料
】

・
言
及
な
し

C
O
P
30
に
お
い
て
最
後
ま
で
争
点
と
な
っ
た
化
石
燃
料
フ
ェ
ー

ズ
ア
ウ
ト
問
題
は
、
2
0
2
3
年
の
C
O
P
28（
U
A
E
・
ド
バ
イ
）

で
熾
烈
な
交
渉
の
結
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
扱
う
G
S
T（
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク
／
パ
リ
協
定
で
掲
げ
ら
れ
た
目
標
に

対
し
て
、
世
界
全
体
の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
仕
組
み
）の
合
意
文

書
の
第
28
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て「
化
石
燃
料
か
ら
の
移
行
」を
含
む

８
つ
の
行
動
を
列
挙
し「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
、
道
筋
、
ア
プ
ロ
ー
チ

を
考
慮
し
、
国
ご
と
に
決
定
さ
れ
た
方
法
で
貢
献
す
る
」と
い
う
柔

軟
性
を
許
容
し
た
合
意
で
決
着
し
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
化
石
燃
料
の
み
を
特
掲
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
は
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
立
脚
し
た
C
O
P
28
の
合
意
を
リ
オ
ー

プ
ン
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な

ど
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
っ
た
。
予
想
さ
れ
た
よ
う
に
最
終
結
果
か
ら
は
、
化
石
燃
料
へ
の

言
及
は
削
除
さ
れ
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
実
施
加
速
化

枠
組
み（
G
I
A
）」は
化
石
燃
料
か
ら
の
移
行
を
含
む
U
A
E
コ
ン
セ

ン
サ
ス（
C
O
P
28
に
お
け
る
前
述
の
Ｇ
Ｓ
Ｔ
な
ど
の
決
定
の
総
称
）

を
含
む
過
去
の
決
定
を
考
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
強
制

Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
Ｐ
3030
の
評
価

の
評
価

COP30で決定文を採択するド・ラーゴ議長　写真：ⓒAlamy Stock Photo/amanaimages2025年11月22日、ブラジル・ベレンで開催されたCOP30が閉幕し、次期開催国トルコに引き継がれた　写真：ⓒAlamy Stock Photo/amanaimages



　　1213　　ひろば　534 号

の
設
置
、
適
応
資
金
を
2
0
3
5
年
ま
で
に
3
倍
増
、
貿
易
措
置

を
め
ぐ
る
対
話
の
実
施
な
ど
、
途
上
国
の
主
張
が
あ
る
程
度
通
っ
て

い
る
一
方
、
N
D
C
の
野
心
引
き
上
げ
の
た
め
の
強
力
な
プ
ロ
セ
ス

や
化
石
燃
料
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
と
い
っ
た
先
進
国
の
主
張
は
通
っ
て

お
ら
ず
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
途
上
国
に
有
利
な
決
着
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
米
国
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
先
進
国
の
交
渉

力
が
相
対
的
に
低
下
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

交
渉
全
体
を
俯
瞰
す
れ
ば
、「
1
・
5
℃
目
標
達
成
の
た
め
、
化
石

燃
料
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
を
含
め
、
野
心
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
と
そ
の
た

め
の
プ
ロ
セ
ス
強
化
を
最
重
要
視
す
る
先
進
国
」と「
野
心
レ
ベ
ル
引

き
上
げ
よ
り
も
先
進
国
か
ら
の
公
的
資
金
援
助
大
幅
拡
大
が
先
決
と

主
張
す
る
途
上
国
」の
対
立
構
造
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

1
・
5
℃
目
標
を
前
提
と
し
た
議
論
を
続
け
る
限
り
、
現
実
解
不
在

の
状
況
は
続
く
。
来
年
に
は
2
0
2
8
年
の
第
2
回
Ｇ
Ｓ
Ｔ
に
向

け
た
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
る
が
、
1
・
5
℃
目
標
の
破
綻
が
誰
の
目
に

も
明
ら
か
な
中
で
、
温
暖
化
の
議
論
で
も「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
へ
」が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
、
日
本
は
ど
う
対
応

す
べ
き
か
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
バ
イ

デ
ン
政
権
へ
の
反
発
か
ら
、
日
本
の
保
守
論
壇
で
は
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
評
価
が
総
じ
て
高
い
よ
う
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
に

つ
い
て
も
、「
脱
・
脱
炭
素
が
世
界
の
潮
流
だ
。
日
本
も
ト
ラ
ン
プ
政

国
故
の
特
殊
事
例
で
あ
り
、
日
本
が
倣
う
べ
き
道
で
は
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
を
契
機
に
安
価
で
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
重
要
性
が
各
国
で
再
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

欧
州
に
お
い
て
環
境
政
党
が
退
潮
し
て
い
る
の
も
コ
ス
ト
を
度
外
視

し
た
理
念
的
な
脱
炭
素
へ
の
選
挙
民
か
ら
の
拒
否
反
応
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
パ
リ
協
定
の
枠
組
み
で
は
な
く
、
1
・
5
℃
、
2
0
5
0
年

全
球
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
実
現
不
可
能
な
目
標
か
ら

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
し
た
非
現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
国
内
外
に

押
し
つ
け
る
環
境
原
理
主
義
で
あ
る
。

技
術
や
経
済
性
を
度
外
視
し
、
政
策
介
入
に
よ
り
急
速
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
進
め
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
に
伴
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
上
昇
に
対
す
る
支
払
い
意
思
は
途
上
国
で
も
先
進
国
で

も
低
い
。
そ
の
意
味
で
、
今
、
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
は「
理
念

的
な
脱
炭
素
論
か
ら
現
実
的
な
道
筋
へ
の
回
帰
」で
あ
る
。

他
方
、
脱
炭
素
と
い
う
大
き
な
方
向
性
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
な
制
約
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
累

次
の
I
P
C
C（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）報
告
書
で
示

さ
れ
た
警
鐘
に
は
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。
観
念
的
な
脱
炭
素
論

で
も
な
く
、
そ
の
反
対
の
極
で
あ
る
脱
・
脱
炭
素
論
で
も
な
く
、
必

要
な
の
は
コ
モ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

日
本
が
追
求
す
べ
き
コ
モ
ン
セ
ン
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を

基
軸
と
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
のaffordability

（
値
ご
ろ
感
、
取

得
可
能
性
）に
留
意
し
な
が
ら
脱
炭
素
化
を
進
め
る
こ
と
だ
。
ま
た

ア
ジ
ア
諸
国
に
ク
リ
ー
ン
技
術
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
長
期
の
脱

炭
素
化
の
た
め
に
革
新
的
技
術
開
発
に
力
を
入
れ
る
こ
と
だ
。

権
に
倣
い
、
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
し
、
脱
炭
素
に
囚
わ
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
を
全
面
的
に
見
直
す
べ
き
だ
」と
い
う
議
論
が

あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
環
境
原
理
主
義
を
否
定
す
る
一
方
、
脱
・

脱
炭
素
論
に
も
違
和
感
を
感
ず
る
。

か
つ
て
筆
者
は
、
経
産
省
の
首
席
交
渉
官
と
し
て
ポ
ス
ト
京
都
議

定
書
の
交
渉
に
関
与
し
た
。
世
界
第
１
位
、
第
２
位
の
排
出
国
で
あ

る
中
国
、
米
国
が
義
務
を
負
わ
な
い
京
都
議
定
書
は
不
公
平
の
極
み

で
あ
り
、
筆
者
が
全
体
会
合
に
お
い
て「
日
本
は
い
か
な
る
条
件
、

い
か
な
る
状
況
の
下
で
も
京
都
議
定
書
第
二
約
束
期
間
に
参
加
し
な

い
」と
表
明
し
た
の
は
そ
れ
が
理
由
だ
。
し
か
し
、
日
本
は
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
国
際
的
取
り
組
み
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
は
続
け
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
プ
レ
ッ
ジ
＆
レ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
全
員
参
加
型
の
カ
ン
ク

ン
合
意（
2
0
1
0
年
、
メ
キ
シ
コ
の
カ
ン
ク
ン
で
開
催
さ
れ
た

C
O
P
16
で
の
合
意
）に
は
参
加
し
た
。
2
0
1
5
年
に
採
択
さ
れ

た
パ
リ
協
定
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
パ
リ
協
定
の
削
減
目
標
は

各
国
が
国
情
に
応
じ
て
自
主
的
に
設
定
し
、
目
標
未
達
で
あ
っ
た
と

し
て
も
罰
則
は
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
米
国
も
中
国
も
イ
ン

ド
も
参
加
に
合
意
し
た
の
で
あ
り
、
パ
リ
協
定
は
温
暖
化
防
止
の
た

め
の
唯
一
の
全
員
参
加
型
の
国
際
枠
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
、
温
暖
化
防
止
と
い
う
ア

ジ
ェ
ン
ダ
に
背
を
向
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の

「
国
徳
」に
も
関
わ
る
。
日
本
が
制
度
的
欠
陥
の
あ
る
京
都
議
定
書
を

捨
て
て
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
全
員
参
加
型
の
カ
ン
ク
ン
合
意
を
選

ん
だ
こ
と
と
は
根
本
的
に
意
味
が
異
な
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
パ
リ

協
定
離
脱
は
政
権
交
代
に
よ
っ
て
政
策
の
黒
白
が
入
れ
替
わ
る
米

有あ
り

馬ま 

純じ
ゅ
ん

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
客
員
教
授

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構（
J
O
G
M
E
C
）特
命
参
与

◎
略
歴

1
9
8
2
年      

　
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
、
同
年
通
商
産
業
省（
現
経
済
産
業
省
）入
省

1
9
9
6
︲
1
9
9
9
年
　
経
済
協
力
開
発
機
構（
O
E
C
D
）日
本
政
府
代
表
部
参
事
官

1
9
9
9
︲
2
0
0
1
年
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
対
策
室
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
統
括
省
エ
ネ
対
策
官
、
新
エ
ネ
政
策
調
整
官

2
0
0
1
︲
2
0
0
2
年
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
企
画
官

2
0
0
2
︲
2
0
0
6
年
　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
I
E
A
）国
別
審
査
課
長

2
0
0
6
︲
2
0
0
7
年
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
国
際
課
長

2
0
0
7
︲
2
0
0
8
年
　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
エ
ネ
ル
ギ
ー
交
渉
担
当
参
事
官

2
0
0
8
︲
2
0
1
1
年
　
大
臣
官
房
審
議
官
地
球
環
境
問
題
担
当

2
0
1
1
︲
2
0
1
5
年
　
日
本
貿
易
振
興
機
構（
J
E
T
R
O
）ロ
ン
ド
ン
事
務
所
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
球
環
境
問
題
特
別
調
査
員

2
0
1
5
年
8
月
　
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授（
研
究
休
職
）

2
0
1
8
年
3
月
　
経
済
産
業
省
退
官
、
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
と
し
て
採
用

2
0
2
1
年
4
月
　
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
特
任
教
授

2
0
2
5
年
4
月
　
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
客
員
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構（
J
O
G
M
E
C
）特
命
参
与

 

　
　
　
　
　
　
　
　
開
志
専
門
職
大
学
事
業
創
造
学
部
教
授

◎
委
員
な
ど

経
済
産
業
研
究
所（
R
I
E
T
I
）コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
上
席

研
究
員
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー（
A
P
E
R
C
）評
議
員
、
原
子
力
産
業
協

会
理
事
、
東
ア
ジ
ア
A
S
E
A
N
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー（
E
R
I
A
）シ
ニ
ア
ポ
リ
シ
ー
フ
ェ
ロ
ー
。

I
P
C
C
第
6
次
評
価
報
告
書
執
筆
者
。
こ
れ
ま
で
C
O
P
に
19
回
参
加
。

◎
主
な
著
書
な
ど

“E
nergy P

olicies o

 f the IE
A

 C
ountries” （

2
0
0
3
︲
2
0
0
6 e

d
itions

）

「
私
的
京
都
議
定
書
始
末
記
」（
2
0
1
4
年
10
月
国
際
環
境
経
済
研
究
所
）

「
地
球
温
暖
化
交
渉
の
真
実
―
国
益
を
か
け
た
経
済
戦
争
―
」（
2
0
1
5
年
9
月
中
央
公
論
新
社
）

「
精
神
論
抜
き
の
地
球
温
暖
化
対
策
―
パ
リ
協
定
と
そ
の
後
―
」（
2
0
1
6
年
10
月
エ
ネ
ル

ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
）

「
ト
ラ
ン
プ
リ
ス
ク
―
米
国
第
一
主
義
と
地
球
温
暖
化
―
」（
2
0
1
7
年
10
月
エ
ネ
ル
ギ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
社
）

「
S
D
G
s
の
不
都
合
な
真
実
　
脱
炭
素
が
世
界
を
救
う
の
大
嘘
」（
共
著
）（
2
0
2
1
年
9
月
宝
島
社
）

「
英
語
で
も
っ
と
わ
か
る
！
S
D
G
s
の
環
境
問
題
」（
共
著
）（
2
0
2
1
年
11
月
コ
ス
モ
ピ
ア
編
集
部
）

「
亡
国
の
環
境
原
理
主
義
」（
2
0
2
1
年
10
月
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
）

「
エ
コ
フ
ァ
シ
ズ
ム
　
脱
炭
素
・
脱
原
発
・
再
エ
ネ
推
進
と
い
う
病
」（
共
著
）（
2
0
2
2
年
10
月
育
鵬
社
）

こ
の
ほ
か
英
文
論
文
多
数

激
動
す
る
国
際
情
勢
に
ど
う
対
応
す
る
か

激
動
す
る
国
際
情
勢
に
ど
う
対
応
す
る
か


